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の
政
変
を
起
こ
し
、
長
州
藩
は
京
都
か
ら

追
放
さ
れ
政
治
の
主
導
権
を
失
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
尊
王
攘
夷
派
の
三
条
実
美
を

は
じ
め
と
す
る
７
人
の
公
家
（
七
卿
）
は

長
州
藩
へ
逃
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
そ
の

翌
年
、
新
撰
組
に
よ
っ
て
長
州
藩
士
ら
が

殺
さ
れ
る
池
田
屋
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。

事
態
の
打
開
を
図
る
た
め
、
長
州
藩
は
朝

廷
で
の
基
本
方
針
を
再
び
尊
王
攘
夷
論
に

戻
そ
う
と
、
禁
門
の
変
を
京
都
で
起
こ
し

ま
す
が
、幕
府
と
諸
藩
連
合
軍
に
破
れ
「
朝

敵
」
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

前
年
に
実
行
し
た
外
国
船
へ
の
砲
撃
に
対

し
て
報
復
に
来
た
、
ア
メ
リ
カ
等
の
四
カ

国
連
合
艦
隊
に
下
関
戦
争
で
大
敗
。
敗
戦

続
き
の
長
州
藩
は
お
よ
び
腰
と
な
り
、
第

一
次
幕
長
戦
争
で
、
戦
わ
ず
し
て
幕
府
へ

　

江
戸
時
代
、
約
２
５
０
年
間
に
渡
り
鎖

国
政
策
を
と
っ
て
い
た
日
本
。当
時
の
人
々

に
日
本
国
民
と
い
う
意
識
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
国
と
い
う
の
は
自
分
が
住
ん
で
い
る

藩
と
い
う
感
覚
で
し
か
な
か
っ
た
時
代
。

１
８
５
３
年
、
突
如
と
し
て
黒
船
が
来
航

し
、
開
国
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て

日
本
は
、
ひ
と
つ
の
国
と
し
て
世
界
と
渡

り
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
（
幕
末
）、
長
州
藩
の
財

政
は
諸
藩
の
中
で
も
比
較
的
豊
か
で
し
た
。

黒
船
来
航
以
来
、
長
州
藩
は
、
朝
廷
と
幕

府
が
一
体
と
な
っ
て
外
国
と
交
渉
し
て
い

く
こ
と
（
公
武
合
体
論
）
で
双
方
に
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
久

坂
玄
瑞
を
始
め
と
す
る
松
下
村
塾
の
塾
生

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
尊
王
攘
夷

論
を
強
く
主
張
し
、
こ
れ
が
長
州
藩
の
基

本
方
針
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
考
え

方
が
朝
廷
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
長
州
藩
は

京
都
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
藩
士
は
攘
夷
志
士
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
英
国
公
使
館

焼
き
討
ち
事
件
等
を
起
こ
し
、
藩
は
ア
メ

リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
等
の
外
国
船
を
砲
撃
す

る
な
ど
の
行
動
に
出
ま
す
。

　

１
８
６
３
年
、
薩
摩
藩
と
会
津
藩
を
主

力
と
す
る
公
武
合
体
派
が
、
八
月
十
八
日

おさらい明治維新

黒
船
が
来
る

再来年に明治維新１５０周年を迎えます。明治維新により、日本の社会のシステム
が根底から変わりました。しかし明治維新とはそもそも何でしょうか。そして現在
の山口市にどのような影響を与えたのでしょうか。今回は明治維新と本市のかかわ
りについてご紹介します。
　 広報広聴課 ☎ 083-934-2753

明治維新とは
江戸時代の幕藩体制崩壊から明治新政府による中央集権
的統一国家成立と資本主義化の出発点となった一連の政
治的・社会的変革。黒船来航から大政奉還、王政復古の
大号令、戊辰戦争、廃藩置県などを経て西南戦争までの
期間をいうことが多い。　

尊王攘夷論（派）とは
天皇を尊ぶ尊王思想と外国を排斥する攘夷思想が結びつ
いたもの、そのグループ。長州藩は当初この思想であっ
たが、下関戦争に大敗し、欧米列強の強さを目の当たり
にしたため開国論へ転換した。

幕
末
の
長
州
藩

幕
府
・
諸
藩
連
合
軍
と
の
戦
い

山口県立山口博物館所蔵「毛理嶋山官軍大勝利之図」

問
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完
全
降
伏
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
降
伏
に
反
発
し
、
対
幕
府
強

硬
論
を
唱
え
る
高
杉
晋
作
が
功
山
寺
で
挙

兵
。
そ
の
後
、
奇
兵
隊
を
は
じ
め
諸
隊
が

次
々
と
参
戦
し
、
大
田
・
絵
堂
の
戦
い
等

に
勝
ち
、
長
州
藩
の
主
導
権
を
取
り
戻
し

ま
す
。

　

一
方
で
、
禁
門
の
変
、
第
一
次
幕
長
戦

争
の
い
ず
れ
も
幕
府
軍
を
勝
利
に
導
く
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛

は
、
こ
う
し
た
長
州
藩
の
状
況
を
見
て
、

こ
の
ま
ま
幕
府
を
中
心
と
し
た
政
治
体
制

を
続
け
る
よ
り
も
、
長
州
藩
等
の
有
力
な

藩
と
手
を
組
ん
だ
方
が
、
こ
の
国
に
と
っ

て
は
良
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
土
佐

藩
の
坂
本
龍
馬
を
介
し
、
極
秘
に
薩
長
同

盟
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

１
８
６
６
年
、
第
二
次
幕
長
戦
争
が
起

こ
り
ま
す
が
、
薩
摩
藩
は
幕
府
軍
へ
の
参

加
を
拒
否
。
長
州
藩
は
数
に
勝
る
幕
府
軍

に
勝
ち
ま
す
。
大
村
益
次
郎
が
戦
い
に
備

え
て
、
奇
兵
隊
を
は
じ
め
と
す
る
諸
隊
を

西
洋
式
の
軍
隊
に
転
換
し
た
こ
と
が
効
を

奏
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

明
治
維
新
は
現
在
の
山
口
市
に
ど
の
よ

う
に
影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
８
６
３
年
、
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
は
、

湯
治
と
称
し
て
萩
城
を
発
ち
、
中
河
原
の

御
茶
屋
（
藩
の
公
館
）
に
入
り
ま
す
。
こ

の
こ
ろ
公
武
合
体
論
か
ら
尊
王
攘
夷
論
に

方
針
を
転
換
し
た
長
州
藩
は
、
政
治
・
軍

事
の
拠
点
と
し
て
防
衛
に
適
し
た
山
口
を

選
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
山
口
移
鎮
と
呼
び

ま
す
。
そ
し
て
１
８
６
６
年
、
新
た
に
築

城
し
た
山
口
城
（
現
在
の
山
口
県
庁
の
地
）

へ
移
転
を
行
い
、
新
政
府
が
成
立
す
る
明

治
に
至
る
ま
で
、
現
在
の
山
口
市
は
維
新

の
策
源
地
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
策
源
地
と
い
う
言
葉
は
、
軍

事
用
語
で
「
戦
地
で
前
線
の
部
隊
に
対
し
、

物
資
の
補
給
な
ど
の
活
動
を
行
う
後
方
基

地
」
を
意
味
し
ま
す
。
山
口
は
、
前
線
で

あ
る
京
都
や
江
戸
で
の
活
動
の
後
方
基
地

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
市
内

に
は
維
新
ゆ
か
り
の
場
所
が
数
多
く
点
在

し
て
い
ま
す
。

　

中
河
原
に
あ
っ
た
、
山
口
大
学
の
起
源

で
あ
る
私
塾
山
口
講
堂
は
、
山
口
移
鎮
に

伴
い
山
口
明
倫
館
と
改
称
さ
れ
ま
す
。
大

村
益
次
郎
は
こ
こ
で
兵
学
や
医
学
を
教
え
、

兵
士
の
訓
練
所
と
し
な
が
ら
西
洋
式
の
軍

制
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
湯
田
の
何

　

長
州
藩
の
勝
利
に
よ
り
、
長
州
藩
や
薩

摩
藩
は
朝
廷
へ
の
働
き
か
け
を
活
発
化
し
、

幕
府
を
倒
す
よ
う
に
と
朝
廷
か
ら
極
秘
の

命
令
（
密
勅
）
が
出
さ
れ
ま
す
。
一
方
幕

府
は
政
権
を
天
皇
に
返
上
す
る
大
政
奉
還

を
行
い
、
倒
幕
を
回
避
し
よ
う
と
し
ま
す
。

し
か
し
１
８
６
８
年
、
朝
廷
は
王
政
復
古

を
宣
言
し
、
長
州
藩
と
薩
摩
藩
が
中
心
と

な
り
、
幕
府
を
排
除
し
た
明
治
新
政
府
を

樹
立
。
こ
の
た
め
、
新
政
府
と
旧
幕
府
側

と
の
間
で
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。
戦

線
は
大
阪
か
ら
函
館
ま
で
拡
大
し
、
結
果
、

新
政
府
軍
が
勝
ち
、
江
戸
幕
府
は
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
新
政
府
の
政
策
は
、
維
新
の

功
労
者
で
あ
る
武
士
を
失
業
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
大
き
な
反
感
を
か
い
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
不
平
士
族
の
反
乱
や
襲
撃
が
各
地

で
起
き
ま
す
。
長
州
藩
に
お
い
て
も
、
松

下
村
塾
の
塾
生
で
あ
っ
た
前
原
一
誠
を
は

じ
め
と
す
る
士
族
が
萩
の
乱
を
起
こ
し

ま
す
。
し
か
し
反
乱
は
こ
と
ご
と
く
新
政

府
軍
が
鎮
圧
し
、
西
郷
隆
盛
が
起
こ
し
た

１
８
７
７
年
の
西
南
戦
争
を
最
後
に
、
国

内
の
内
戦
は
収
束
。
明
治
維
新
が
終
わ
り

を
告
げ
た
の
で
す
。

明
治
維
新
策
源
地 

山
口

遠
亭
は
、
京
都
か
ら
落
ち
延
び
て
き
た
三

条
実
美
の
滞
在
場
所
で
し
た
。
枕
流
亭
に

は
、
維
新
三
傑
と
呼
ば
れ
て
い
る
薩
摩
藩

の
西
郷
隆
盛
と
大
久
保
利
通
ら
が
訪
れ
、

木
戸
孝
允
ら
と
倒
幕
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
山
口
市
は
、
幕
末
に
山
口
移
鎮

が
行
わ
れ
、
明
治
維
新
の
策
源
地
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
維
新
以
後
に
そ
の
ま
ま

県
庁
が
置
か
れ
て
県
政
の
拠
点
と
な
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
本
市
ゆ
か
り
の

維
新
の
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

不
平
士
族
の
反
乱

薩
長
同
盟

倒
幕
か
ら
新
政
府
樹
立
へ

おさらい明治維新

ちんりゅうてい

枕流亭

1867 年、薩長連合の協議
のため、薩摩藩の西郷隆盛、
大久保利通らがここを訪
れ、長州藩の木戸孝允らと
この二階で会見をした。道
場門前と西門前をつなぐ安
部橋付近にあった枕流亭。
現在は香山公園内に移築さ
れている。
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　じっぽうてい

　十朋亭

　大殿にある代々
醤油製造を業と
した豪商・萬代
家の離れ。井上
馨をはじめ、多
くの維新の志士
が滞在した。

ふもんじ　

普門寺

　白石にある、大
村が山口明倫館
で講義をおこ
なっていたとき
の宿舎。写真は、
彼が実際に寝起
きしていたと伝
えられる寺内の
観音堂。当時の
ままである。

お お む ら ま す じ ろ う

大村益次郎
（1825 ～ 1869）

軍事の天才

吉敷郡湯田村（現在の山口市湯田
温泉）の出身。旧名、井上聞多。
長州藩士の子として生まれ、17
歳のときに、萩の藩校明倫館に入
学しました。21歳のときに藩主
のお供で江戸にのぼり、蘭学や洋
式砲術を学びました。一方で、高
杉晋作や久坂玄瑞らと品川の英国
公使館焼き討ち事件を起こすな
ど、過激な攘夷運動を行います。
しかし、29歳で、伊藤博文らと

イギリスへ密航留学したときに西
洋との国力の差を実感し、開国論
者となります。そして現地で長州
藩が行った外国船砲撃を知り、こ
のまま攘夷を続ければ藩が滅びる
のではないかと恐れ、１年を待た
ずしてイギリスを後にしました。
帰国後、下関戦争後の講和条約締
結に尽力しますが、第一次幕長戦
争時に対幕府強硬論を唱えたた
め、白石にある袖解橋の近くで襲

われ、瀕死の重傷を負います。
明治維新後は、地租改正などで財
政の健全化をはかったり、外交や
条約改正に尽力しました。また、
鹿鳴館を建設し、欧化政策を推進
したことでも知られます。
井上は、81歳でこの世を去りま
した。お墓は東京都港区西麻布
の長谷寺と本市の洞春寺にあり
ます。

吉敷郡鋳銭司村（現在の山口市鋳
銭司）の出身。旧名、村田蔵六。
村医者の子として生まれ、防府や
日田で医学・蘭学・漢学を学び、
22歳のときに大阪にある蘭学の
名門適塾で学びます。
29歳のとき、宇和島藩で取り立
てられ、西洋兵学・蘭学の講義と
翻訳を手がけます。32歳のとき
に宇和島藩主のお供で江戸に出て

きて、私塾を開き、蘭学・兵学・
医学を教えるとともに、幕府にあ
る洋学の研究教育機関で兵学を教
えるようにもなります。この頃木
戸孝允と会い、彼の強い推薦によ
り36歳でようやく長州藩士とな
りました。
長州藩に帰った大村は、第二次幕
長戦争や、戊辰戦争では、陣頭指
揮を執り、ことごとく勝利しま

す。このときに亡くなった人たち
を弔うために建てたのが東京招魂
社（現在の靖国神社）です。靖国
神社の第一鳥居をくぐると大村の
銅像に出迎えられます。
1869年、大村は京都で不平士族
に襲撃され、その傷が元で数カ月
後に亡くなりました。享年45歳。
お墓は鋳銭司にあり、碑も建立さ
れています。

い の う え か お る

井上馨
（1835 ～ 1915）

政財界で活躍

おさらい明治維新

　十朋亭

　大殿にある代々

山口市
歴史民俗
資料館所蔵

国立国会
図書館所蔵
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山口市幕末維新史跡
ガイドブック
市内に 161 カ所ある幕末維新
の史跡を紹介
■価格　700円 ( 税込 )
■販売所
文化交流課、市史編さん室、大
路ロビー、山口ふるさと伝承総
合センター、狐の足あと、小郡
文化資料館、鋳銭司郷土館、市
歴史民俗資料館、山口情報芸術
センターほか
　 文化交流課 ☎ 083-934-2717

吉敷郡二島村（現在の山口市秋
穂二島）の出身。20歳で江戸に
のぼり、勉学や剣術に励みます。
25歳でロシアに渡ったり、長州
藩が英国から購入した艦船に測量
方として乗り込んだりします。ま
た、山尾も井上馨と同様、英国公
使館焼き討ち事件に参加するなど
攘夷活動を行います。
27歳のときに、井上ら４人と一
緒にイギリスへ密航留学し、５年

間滞在します。このとき各種工業、
とくに造船技術を学びました。
32歳で帰国したときに、時代は
明治となっていました。山尾は工
業に従事する技術者の養成を政府
に強く訴え、35歳で工学寮（現
在の東京大学工学部）を創設しま
す。その後、電信の整備や鉱山の
開発、工場の建設など多岐にわた
る工業に関わり、日本の生活基盤
を造りました。50歳で今の霞ヶ

関の官庁街の都市計画も手がけて
います。
また、留学中に聴覚障がい者が造
船所で活躍していることに感銘を
受け、盲唖学校の設立に携わるな
ど、障がい者の人材教育にも熱心
に取り組みました。
81歳で死去。お墓は東京都品川
区の海晏寺にあります。

　ちょうしゅうごけつ　　　ひ

　長州五傑の碑

　山口大学にある、
イギリスに密航
留学した山尾を
はじめとする長
州藩士５人の功
績を称える碑。

萩城下（現在の萩市呉服町）の出
身。旧名、桂小五郎。藩医の子と
して生まれ、７歳で養子となり、
長州藩士となります。
17歳のとき、吉田松陰から兵学
を学びます。20歳で江戸にのぼ
り、剣術道場の練兵館で塾頭とな
りました。藩では若くして他藩と
の外交役として江戸や京都で活躍
します。
禁門の変の後、京都を離れ、逃亡
生活を送りますが、藩に帰ってき
た後、34歳で薩長同盟を成立さ
せます。その後、吉敷郡糸米村（山
口市糸米）に自宅を構えました。
江戸幕府を倒し、明治維新後は、
五箇条の御誓文、版籍奉還、廃藩
置県等を実現。45歳で病死。お
墓は京都市の護国寺にあります。

　　　　 　　　   きどこうおんとくひ　
木戸公恩徳碑

白石にある木戸神社は、木戸が自宅
や土地を地元に寄付したため、これ
に感謝した地域住民が建立し御霊
を祀ったもの。その記念碑となる。

き ど た か よ し

木戸孝允
（1833 ～ 1877）

維新三傑のひとり

や ま お よ う ぞ う

山尾庸三
（1837 ～ 1917）

日本の工業の父

おさらい明治維新

国立国会
図書館所蔵

国立国会
図書館所蔵

問
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答
申

答
申
案
の
検
討

山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
検
討

　

8
月
2
日
、「
山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」
の
第
4
回
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
３
回
に
引
き
続
き
、
新
本

庁
舎
の
機
能
、
規
模
、
候
補
地
に
つ
い
て
検

討
が
行
わ
れ
、
約
40
人
の
出
席
委
員
か
ら
、

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
検

討
委
員
会
と
し
て
１
市
４
町
の
合
併
時
の

附
帯
決
議
を
考
慮
し
つ
つ
、
委
員
一
人
ひ

と
り
の
考
え
で
検
討
し
て
い
く
と
い
う
意

思
統
一
が
図
ら
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
山

口
地
域
お
よ
び
小
郡
地
域
の
公
有
地
で
あ

る
候
補
地
（
下
記
写
真
①
〜
③
）
に
加
え
、

今
回
か
ら
小
郡
地
域
の
民
有
地
を
ゾ
ー
ン

で
示
し
た
候
補
エ
リ
ア
（
下
記
写
真
④
〜

⑥
）
も
含
め
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
候
補
地
に
つ
い
て
】

　

「
防
災
上
安
全
で
職
員
が
参
集
し
や
す

い
」、「
行
政
機
能
が
集
約
し
て
い
る
」、「
人

口
が
集
中
し
て
い
る
」
等
の
理
由
か
ら
山

口
地
域
が
適
地
で
あ
る
と
い
う
意
見
や
、

「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
を
進
め
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
」、「
交
通
の
要
衝
で
あ
る
」、「
経

済
的
発
展
が
期
待
で
き
る
」
等
の
理
由
か

ら
小
郡
地
域
が
適
地
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
規
模
に
つ
い
て
】

　

「
分
庁
方
式
と
し
て
、
例
え
ば
議
会
は
山

口
地
域
、
本
庁
舎
は
小
郡
地
域
と
い
っ
た

委
員
か
ら
の
意
見

小郡地域

新山口駅

山口南警察署

④⑤⑥の事業規模

・現小郡総合支所を残し、その機能を
除く本庁舎を建設する案
延べ床面積　20,000㎡～ 22,000㎡
事業費試算　130.0 億円 ~133.7 億円
想定職員数　802人
・現小郡総合支所を廃止し、その機能
と一体的な本庁舎を建設する案
延べ床面積　23,000㎡～ 25,000㎡
事業費試算　142.4 億円 ~146.0 億円
想定職員数　935人
※それぞれのエリアにおいて、想定敷
地面積を 2万㎡としています。
※①②③の事業規模については市報７
月1日号に掲載しています。

検討委員会の今後のスケジュール

※この会議は、市民の方の傍聴も可能です。
※答申は平成29年1月頃を予定しています。

山口地域

現本庁舎

亀山公園ふれあい広場

小郡総合支所

④新山口駅北地区付近（民有地）

方
法
も
あ
る
」
と
い
う
意
見
や
、「
総
合
支

所
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
権
限

を
強
化
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
庁
舎
と
す

る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　

「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
県
の
想
定
で
は
候
補
エ
リ
ア
の
⑥

は
津
波
の
影
響
を
受
け
る
」
と
い
っ
た
防

災
上
の
観
点
か
ら
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

⑥山口南警察署周辺（民有地）

⑤ＪＲ線東側周辺（民有地）

①現本庁舎付近（公有地）

②亀山公園付近（公有地）
③小郡総合支所付近（公有地）

企
画
経
営
課 

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
６
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引き続き、新本庁舎の役割、機能、
規模、候補地について検討を行う。
■日時　10月12日（水）10時から
■場所　防長苑（熊野町4-29）

第5回検討委員会

問
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野
菜
や
果
物
の
卸
売
業
の
株
式
会
社
フ

レ
ッ
シ
ュ
青
果
（
本
社
鹿
児
島
市
）
が
、

鋳
銭
司
団
地
（
鋳
銭
司
）
に
新
事
業
所
の

建
設
を
決
定
さ
れ
、
７
月
５
日
に
山
口
総

合
支
所
で
本
市
と
進
出
協
定
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

協
定
の
調
印

に
当
た
っ
て
、

同
社
の
西
原
亮

一
社
長
は
「
こ

こ
山
口
市
か
ら

県
全
域
に
事
業

展
開
を
行
い
、

雇
用
と
発
展
に

協
力
し
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
本
市
へ
の
進
出
を
ご
英
断
い

た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら

の
事
業
拡
大
に
も
期
待
し
た
い
。」
と
感
謝

の
言
葉
を
語
り
ま
し
た
。

　

新
事
業
所
は
、
県
内
の
ホ
テ
ル
や
飲
食

店
、
病
院
へ
青
果
物
を
卸
す
予
定
で
す
。

平
成
29
年
１
月
に
操
業
開
始
予
定
で
、
今

後
地
元
を
中
心
に
約
15
人
が
雇
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

     

産
業
立
地
推
進
室

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３

株
式
会
社
フ
レ
ッ
シ
ュ
青
果

の
進
出
が
決
定

左から市長、阿野県商工労働部長、西原社長

［時 間］　18時 30分～ 21時
［場 所］　香山公園（香山町７-１）

約 1000個のキャンドルが香山公園で幻想的に灯ります。心地よい秋の夜風に
吹かれながら、ゆらめく灯りと音楽の調べを、ぜひお楽しみください。

■ 問い合わせ　大路ロビー ☎ 083 ｰ 920 ｰ 9220

［公演時間］
第一部 … 19時 ～19時30分
第二部 … 20時30分 ～21時

林満里子（ソプラノ）18日

◆◆日時日時　18日、19日 18時 ～ 21時 30分　※単日参加も可　　18日、19日 18時 ～ 21時 30分　※単日参加も可　　18日、19日 18時 ～ 21時 30分　※単日参加も可　◆◆集合場所集合場所集合場所　香山公園入口東屋付近　香山公園入口東屋付近　香山公園入口東屋付近
　◆　◆内容内容　キャンドルの設置・点灯作業　　キャンドルの設置・点灯作業　　キャンドルの設置・点灯作業　◆◆対象対象対象　個人・グループいずれも可（中学生以下は保護者同伴）　個人・グループいずれも可（中学生以下は保護者同伴）　個人・グループいずれも可（中学生以下は保護者同伴）
　◆　◆申し込み・問い合わせ申し込み・問い合わせ　9月１７日（土）までに電話・FAX・Eメールのいずれかで、代表者の氏名・電話番号・参加日・　9月１７日（土）までに電話・FAX・Eメールのいずれかで、代表者の氏名・電話番号・参加日・
参加人数を、大路ロビーへ　☎ 083-920-9220 　 083-920-9221 　 info@ojilobby.jp参加人数を、大路ロビーへ　☎ 083-920-9220 　 083-920-9221 　 info@ojilobby.jp

同時開催イベント

藤澤由一（ハンマーダルシマー）19日

キャンドル点灯ボランティア募集

9/18　  19　  1919（日）・　    （月・祝）

山口ゆらめき回廊山口ゆらめき回廊山口ゆらめき回廊

◆日時　１８日　17時30分 ～20時
◆場所　香山公園内　露山堂周辺
◆内容　抹茶接待　一席 500円
　　　　　　　　　（和菓子付き）

［公演時間］［公演時間］
満月の庭のコンサート

◆◆日時日時 １８日　17時30分 ～20時１８日　17時30分 ～20時
ゆらめきの灯り茶会

キャンドル点灯ボランティア募集キャンドル点灯ボランティア募集キャンドル点灯ボランティア募集キャンドル点灯ボランティア募集

アートふるリバーナイト
詳細は本号８ページ右下に別途掲載

7 市報やまぐち　2016 年（平成 28年）9月 1日号

本
市
ゆ
か
り
の
選
手

リ
オ
五
輪
で
大
活
躍

　

8
月
に
行
わ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

五
輪
で
、
本
市
ゆ
か
り
の
４
人
の
選
手
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

柔
道
男
子
73
㎏
級
で
は
、
大
野
将
平
選

手
が
5
試
合
中
4
試
合
を
一
本
勝
ち
し
、

金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
卓
球
男
子
団

体
で
は
、
吉
村
真
晴
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
獲

得
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
卓
球

女
子
団
体
で
は
石
川
佳
純
選
手
が
活
躍
し

し
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
舞
台
で
、
日

本
代
表
と
し
て
世
界
の
強
豪
を
次
々
と

破
っ
て
い
く
勇
姿
は
、
日
本
全
国
に
大
き

な
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
山
口
市
の
誇
り
で
あ
り
、
そ

の
栄
誉
を
た
た
え
、大
野
選
手
、吉
村
選
手
、

石
川
選
手
に
、
山
口
市
民
栄
誉
賞
を
お
贈

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
4
年
後
の
東

京
五
輪
で
も
活
躍
目
指
し
て
邁
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
月
開
幕
す
る
リ
オ
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
本
市
出
身
の
廣
瀬
順
子

選
手
が
柔
道
女
子
57
㎏
級
に
出
場
し
ま
す
。

廣
瀬
選
手
も
リ
オ
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る

よ
う
に
、
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

  

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
７
３

問

問
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わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

ぐるっと

再発見
！

防
府

琴や尺八の優雅な響き、幻想的な灯籠の灯火など、いつもとは
違う夜の雰囲気の英雲荘で中秋の名月をご堪能ください。
■日時　9月 15日（木）18時～ 21時（小雨決行）
■場所　英雲荘
　　　　（防府市お茶屋町 10-21）
■観覧料　無料　
※お抹茶コーナー（300円）
※来館者先着 100人程度に、
　月見団子を無料プレゼント
　 防府市文化財課 ☎ 0835-25-2237問

山
口

室町時代、大内氏が京を模したまち
づくりで鴨川に見立てたとされる一
の坂川に、約 500本の竹灯籠が幻想
的な空間を作りだします。
国宝瑠璃光寺五重塔周辺の山口ゆら
めき回廊（本号７ページに掲載）と
の同時開催です。
※天候等によっては開催しない場合
もあります。
■日時　９月 18日（日）18時～ 21時
■場所　一の坂川

　 アートふる山口実行委員会
    ☎ 083-920-9220

宇
部

ローカル線（宇部線・小野田線・美祢線）を利用して、車窓
からの景色を楽しみませんか。銘菓やスイーツのプレゼント、
地酒のおもてなしなどの特典があります。
■日時　11月 27日（日）9時～ 16時
■場所　JR新山口駅集合・解散
■定員　先着 60人
■料金　20歳以上5,000円、小学生以上3,000円（弁当付き）
    9 月 1日（木）～ 10月 31日（月）に、船鉄観光旅行社
    ☎ 0836-83-3275
　 宇部観光コンベンション協会 ☎ 0836-34-2050問

南山口 ローカル線の旅　参加者募集

アートふるリバーナイト

問

英雲荘開館 5周年記念「観月会」

申

山口市の魅力をPRする動画をご応募ください
動画による山口市のＰＲのため、動画稿子園を開催しま
す。山口市の魅力を県外や世界にＰＲする動画をご応募
ください。

山口市の魅力をＰＲする動画なら自
由。例えば、山口市の好きな場所を投

稿、維新の志士たちのコスプレした姿を投稿など
1分以内の動画／タイトルは自由／タグ
欄に動画稿子園、山口市を入れること

※公開にあたっては各法律等を遵守してください。趣旨に
合わないと判断した作品は受け付けない場合があります。

10 月 31 日（月）までに YouTube に
動画をアップし、広報広聴課に Eメー

ルで下記について報告してください。
動画のタイトルとアドレス／応募者の住所・氏名・年齢・
学校名／動画を作成するにあたってのエピソードなど
※応募のあった動画は随時、市公式ウェブサイトで公開
します。

市内の小学生、中学生、高校生、短
大生、大学生（専門学校など各種学

校含む）で、個人またはグループ（動画への出演は大
人でも可）

11 月上旬に作品を審査し、優秀な作
品には次の２つの賞を与えます。

①MVP賞…最も山口市をＰＲできた作品に 1万円相当
のふるさと産品をプレゼント
②ホームラン賞…最もインパクトのある作品に5千円相
当のふるさと産品をプレゼント
この他、上記の賞に選ばれた動画には広報番組での放送
や、ウェブサイトでの発表等があります。

応募者（グループ）が企画・撮影・編集・
公開をしてください。／ YouTube

への動画の投稿にあたっては、YouTube の利用規約
をよく読んで、自らの責任において投稿してください。
／使用映像は自ら撮影したものに限ります。／既に投
稿してある動画の再投稿は除きます。

▲

対象

▲

賞品

▲

テーマ

▲

規格

▲

エントリー

▲

注意点

　 問い合わせ・応募先　　
広報広聴課
☎ 083-934-2753
    koho@city.yamaguchi.lg.jp

詳細は【動画稿子園】で検索するか、下記の
バーコードを読み込んでご確認ください。
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歴
史
を
知
っ
て
郷
土
を
知
ろ
う
！

　

2
年
後
の
平
成
30
年
は
明
治
維
新
か

ら
１
５
０
年
と
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

今
回
か
ら
始
ま
る
こ
の
ク
イ
ズ
を
通
じ

て
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
明
治
維
新
に

つ
い
て
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
広
報
番
組
「
こ
の
ま
ち
に
愛

た
い
」
の
親
子
ク
イ
ズ
で
出
題
し
た
問
題

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
課

　

☎
０
８
３
―
９
３
４
―

２
７
５
３

今
の
洞
春
寺
は
、
幕
末
に
は
別
の
名

前
の
お
寺
で
し
た
。
何
と
い
う
名
前

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

①
瑠
璃
光
寺
、
②
常
栄
寺
、
③
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ

答
え
は

②
常
栄

寺
で
す
。
常

栄
寺
が
宮
野

に
移
転
し
た

後
、
安
芸
国

吉
田
に
あ
っ

た
洞
春
寺
が
、

萩
か
ら
山
口
へ
移
転
し
た
も
の
で
す
。

洞
春
寺
の
裏
手
に
は
、
幕
末
に
は
維

新
の
志
士
と
し
て
、
明
治
維
新
後
は

政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
の
お
墓
が

あ
り
ま
す
。
い
っ
た
い
誰
の
お
墓
で
し
ょ

う
か
？

①
伊
藤
博
文
、
②
中
原
中
也
、
③
井
上
馨

答
え
は
③
井
上
馨
で
す
。
湯
田
出

身
の
井
上
馨
は
、
幕
末
に
は
志
士

と
し
て
国
事
に
奔
走
。
維
新
後
は
新
政
府

の
要
職
を
務
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献

し
ま
し
た
。

幕
末
、
長
州
藩
で
は
、
奇
兵
隊
の
他

に
御
楯
隊
、
力
士
隊
な
ど
多
く
の
諸

隊
が
で
き
ま
し
た
。
洞
春
寺
も
一
時
期
、

井
上
馨
を
総
督
と
す
る
あ
る
諸
隊
の
本
陣

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
隊
の
名
前
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

①
鴻
城
軍
、
②
遊
撃
軍
、
③
レ
ノ
フ
ァ

答
え
は
①
鴻
城
軍
で
す
。
鴻
城
軍
の

中
に
は
、
地
光
隊
、
壱
番
小
隊
、
向

義
隊
第
二
小
隊
な
ど
が
置
か
れ
、
長
州
藩

に
あ
っ
た
諸
隊
の
数
は
、
延
べ
４
０
０
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昔
は
山

口
の
こ
と
を
「
鴻
城
」
と
呼
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。

　

本
市
は
明
治
維

新
策
源
地
と
し
て

た
く
さ
ん
の
志
士

た
ち
が
活
躍
し
た

地
で
す
。
日
本
の

礎
を
築
い
た
郷
土

を
誇
り
に
思
い
た

い
で
す
ね
。
次
回

の
「
明
治
維
新
ク

イ
ズ
」
も
お
楽
し

み
に
。

ＱＱ

Ｑ

Ａ

司会の吉永達哉さんと解説
の松前了嗣さん

Ａ

Ａ

テレビで
放送します！放送します！

こ の 模 様 は C-able テ レ
ビ「このまちに愛たい」や
YouTube「やまぐちゃん
ねる」でも放送します。
【放送日・内容】
・9月 1日～ 9月 15日
　洞春寺での模様
・9月 16日～ 9月 30日
　鋳銭司郷土館での模様
・10月 1日～ 10月 15日
　正慶院での模様

▲鋳銭司郷土館にて

▲正慶院にて

問

　

今
年
の
夏
の
暑
さ
と
き
た
ら
本
当
に
こ

た
え
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は
エ
ア
コ
ン
が

無
か
っ
た
の
で
、
よ
く
川
に
遊
び
に
行
っ

て
た
も
の
で
す
が
今
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。
仁
保
の
犬
鳴
の
滝
の
下
流
域
に
あ

る
夢
の
椀
プ
ー
ル
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
の
す
ぐ
横
に
は
川
が
流
れ
て
い

て
、
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が

プ
ー
ル
を
飛
び
出
し
て
、
川
の
中
を
の
ぞ

き
こ
み「
魚
が
お
る
」と
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。

　

宇
部
か
ら
来
た
と
い
う
4
人
家
族
の
お

父
さ
ん
に
話
を
伺
う
と
、
5
歳
の
子
ど
も

さ
ん
に
せ
が
ま
れ
て
こ
こ
へ
来
た
と
の
こ

と
。
上
流
に
あ
る
嘉
村
礒
多
の
生
家
「
帰

郷
庵
」
に
昨
年
泊
ま
っ
た
時
に
、
こ
こ
に

河
川
プ
ー
ル
が
あ
る
の
を
知
っ
た
そ
う
で

す
。

　

私
た
ち
が
子
ど
も

の
頃
に
は
、
家
の
周

り
３
６
０
度
が
遊
び

場
で
、
自
然
に
あ
る

物
を
工
夫
し
な
が
ら

遊
ん
だ
も
の
で
す
。

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
ｏ
も

そ
ん
な
大
人
た
ち
が

作
っ
た
ゲ
ー
ム
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
今
の
う
ち
に
大
い
に

外
で
遊
ん
で
、
将
来
世
間
を
あ
っ
と
言

わ
せ
る
も
の
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

    

広
報
広
聴
課

   

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
５
３

表
紙
の
写
真
か
ら

夏
、
の
ぞ
い
た
先
に

問
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開催中のイベント

９月 月

9/25（日）まで

特別企画展「太宰治と中原中也」
［湯田］中原中也記念館☎ 083-
932-6430

山
口
市
長

10

アートふる山口［大殿］実行委員
会 ☎ 083-920-9220

10/1（土）、2（日）

市民体育大会［吉敷、大内］
スポーツ交流課 ☎ 083-934-
2874

9/11（日）

ふしの川漁協まつり［平川］
椹野川漁業協同組合 ☎ 083-
922-3537

ぐるっと山口道の駅特産市
［阿知須］農林政策課 ☎ 083-
934-2815

山口ゆらめき回廊［大殿］大路
ロビー ☎ 083-920-9220

9/18（日）、19（月・祝）

バンコクナイツ爆音上映［白石］
山口情報芸術センター［ＹＣＡ
Ｍ］ ☎ 083-901-2222

9/24（土）

きららノルディックウオーキ
ングフォーラム［阿知須］阿知
須地域交流センター ☎ 0836-
65-2022

道の駅長門峡フルーツ祭り
［阿東］道の駅長門峡 ☎ 083-
955-0777

9/22（木・祝）
9/4（日）まで

コロガルガーデン［白石］山口
情報芸術センター［ＹＣＡＭ］ 
☎ 083-901-2222

新山口ゆめフェスタ［小郡］実
行委員会 ☎ 083-973-4274

アートふるリバーナイト［大
殿］実行委員会 ☎ 083-920-
9220

9/18（日）
救急フェア「予防救急　家族で
けがを防ごう」［吉敷］中央消
防署 ☎ 083-933-0119

9/4（日）

やまぐち十種ヶ峰国際ダウン
ヒル［阿東］スポーツ交流課 
☎ 083-934-2912

中原中也の会大会［湯田］事務
局 ☎ 083-932-6430

9/17（土）、18（日）

感
動
を
あ
り
が
と
う
！

   

今
年
の
夏
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
代
表
選
手
達

の
活
躍
に
日
本
中
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
特
に
、
本
市
出
身
の
選
手
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
勝
利
を
願
い
、
熱

い
声
援
を
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
お
陰
も
あ
っ
て
、
柔
道
の
大
野

将
平
選
手
は
、
見
事
、
金
メ
ダ
ル
を
、

ま
た
、
卓
球
の
団
体
戦
で
、
吉
村
真
晴

選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
、
石
川
佳
純
選
手

が
銅
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
に
は
手

が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー

の
原
川
力
選
手
も
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な

ど
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、

山
口
か
ら
リ
オ
に

向
か
っ
て
エ
ー
ル

を
送
り
続
け
ま
し

た
。
日
の
丸
を
背

負
い
世
界
の
強
豪

相
手
に
躍
動
す
る

選
手
の
勇
姿
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
に
夢
と
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
大
会
で

の
経
験
を
財
産
に
、
今
後
も
２
０
２
０

年
の
東
京
五
輪
や
、
世
界
の
舞
台
で
、

大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あしたへトライ

こども家庭課 ☎083-934-2797

みんなおいでよ！親子ふれあいジャンボリー

問

いろんなゲームに挑戦しスタンプを集め
て楽しい景品をもらおう。わたあめ、スー
パーボールすくいなど子ども縁日もあり
ます。ドッチビー大会やニュースポーツ
体験も同時開催。わくわくするようなイ
ベントがたくさん待っていますよ。
【日時】　9月10日（土）10時～15時
【場所】　維新百年記念公園
　　　　スポーツ文化センター
　　　　（維新公園四丁目1-1）




